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（１）

会　
　

長

岸
本　

直
樹

副
会
長

西
川　

善
裕（
東
陽
中
）会
長
会
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
・
単
Ｐ
支
援
担
当

斉
藤　

力　
（
惜
陰
小
）ふ
れ
あ
い
・
広
報
担
当

二
木
佐
緒
里（
鯖
江
中
）子
育
て
担
当

屋
木　

洋
一 

（
鯖
江
中
）校
長
会

監　
　

事

新
井　

光
雄（
鯖
江
高
）

宮
永　

勝　
（
丹
南
高
）

顧　
　

問

橋
本　

秀
次（
前
年
度
会
長
）

田
村　

康
夫（
県
議
会
議
員
）

事
務
局

三
津
谷
雅
美（
鯖
江
中
）

嶋
野　

尚
美（
さ
ば
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

常
任
理
事

内
田
嘉
平
冶（
東
陽
中
）総
務
委
員
長

島
津　

修
一 

（
鳥
羽
小
）広
報
委
員
長

木
下
幸
太
郎（
中
央
中
）単
Ｐ
支
援
委
員
長

武
田　

学
美（
鯖
江
中
）子
育
て
委
員
長

佐
飛　

康
央（
立
待
小
）ふ
れ
あ
い
委
員
長

理　
　

事

《
総
務
委
員
会
》

 

石
本　

一
道（
鯖
東
小
）

 

竹
嶋　

誠
嗣（
中
河
小
）

《
広
報
委
員
会
》

 

増
田　

智
志（
立
待
小
）

 

納
村　

太
郎（
進
徳
小
）

《
子
育
て
委
員
会
》

 

窪
田　

芳
房（
鯖
江
幼
）

 《
ふ
れ
あ
い
委
員
会
》

 

早
川　

健
治（
吉
川
小
）

 

佐
々
木
哲
也（
神
明
小
）

 

梶
間　

正
也（
神
明
幼
）

 

服
部　

寿
彦（
河
和
田
小
）

 

森
陰　

寛
治（
片
上
小
）

《
単
Ｐ
支
援
委
員
会
》

 

山
本　

陽
一（
ゆ
た
か
こ
ど
も
園

）

 

菱
川　

彰
大（
豊
小
）

 

高
島　

浩
昭（
鯖
東
幼
）

 

堀
川　

茂
樹（
北
中
山
幼
・
小
）

 

加
藤　

健　
（
進
徳
幼
）

 

市
Ｐ
事
務
局
は
、中
学
校
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
内
の
両
方
に
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成　

年
度
度
役
員
紹
介

２4

市
P
掲
示
板

　

●「
事
業
報
告
会
〜
忘
れ
な
い
よ
！
ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
」

　
　

絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
事
業
報
告
会

　
　

  

日
時　

11
月
8
日（
木
）１８
：
５０
〜
２０
：
４５

　
　

  

会
場　

ア
イ
ア
イ
鯖
江
・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

二
階
和
室

　

●
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　
　

  

日
時　

11
月
11
日（
日
）９
：
００
〜

　
　

  

会
場　

神
明
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

●
子
育
て
委
員
会
研
究
会

　
　

  

日
時　

11
月
25
日（
日
）１４
：
００
〜
１５
：
１５

　
　

  

テ
ー
マ　
「
強
く
た
く
ま
し
い　

人
間
力
を
培
う
教
育
」

　
　

  

講
師　

児
島 

眞
平 

氏　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
顧
問

　
　
　
　
　
　
　

福
井
大
学
前
学
長
、京
都
大
学
、福
井
大
学
名
誉
教
授

　
　

 

会
場　

エ
コ
ネ
ッ
ト
さ
ば
え（
鯖
江
市
環
境
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

  

2
階
体
験
学
習
室

　

●
12
月
総
会

　
　

  

日
時　

12
月
7
日（
金
）１８
：
３０
〜

　
　

  

会
場　

富
士
屋
会
館

ふ
れ
あ
い
事
業
に
参
加
し

て
、レ
ン
ズ
を
通
し
て
で
す

が
、参
加
し
て
く
れ
た
子

供
達
の
行
く
前
と

行
っ
た
後
の
、表
情
が
、大

き
く
変
わ
っ
た
の
を
感
じ

ま
し
た
。す
こ
し
、自
信
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
ま
し
た
。全
て
の
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
方
々
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。関
係

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

市
P
連
の
事
は
、h
p
で

も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い

ふ
れ
あ
い
事
業
に
参
加
し

て
、レ
ン
ズ
を
通
し
て
で
す

が
、参
加
し
て
く
れ
た
子

供
達
の
行
く
前
と

行
っ
た
後
の
、表
情
が
、大

き
く
変
わ
っ
た
の
を
感
じ

ま
し
た
。す
こ
し
、自
信
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
ま
し
た
。全
て
の
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
方
々
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。関
係

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

市
P
連
の
事
は
、h
p
で

も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い

CONTENTS

　

平
素
よ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

鯖
江
市
P
T
A
連
合
会
の
活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
P
連
で
は
子
ど
も
と
親
が
共
に
学
び
あ

う
一
年
に
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
、
親
子
の
語

ら
い
や
、
各
単
位
P
T
A
の
皆
様
に
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流

や
講
演
会
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
親
睦
や
情
報
交
換

を
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
様
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
各
単
P
で
の
事
業
紹
介
や
県
P
・
日
P
か
ら
の

教
育
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
に
対

し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
の

心
を
も
て
る
活
動
を
行
な
い
た
い
と
考
え
『
絆
』
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
事
業
を
行
な
い
ま
し
た
。私

た
ち
大
人
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
子
ど
も
達
は
し
っ
か

り
現
状
を
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
達
が
何
を
し

て
い
く
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
う
ち
わ
の
作
成
に

お
き
ま
し
て
は
各
単
P
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力

賜
り
ま
し
た
事
、厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

鯖江市PTA連合会 会長

岸 本 直 樹

ご
あ
い
さ
つ

広
報
委
員
長　

島
津　

修
一

広
報
委
員
長　

島
津　

修
一

「
ケ
ー
ス
研
究
会
」
に
参
加
し
て

七
月
二
十
一
日（
土
曜
日
）、夢
み
ら
い
館
・
さ
ば

え
に
お
い
て
、社
会
を
明
る
く
運
動「
ケ
ー
ス
研

究
会
」（
鯖
江
更
生
保
護
女
性
会
に
よ
る
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

最
初
に
、鯖
江
警
察
署
生
活
安
全
課
長　

池

端
一
氏
に
、い
じ
め
、非
行
の
増
加
、そ
の
特
徴
に

つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。非
行
を
防
ぐ
た

め
に
は
、家
庭
で
の
会
話
、悩
み
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
、気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、生
活
安

全
課
や
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
よ
い
そ

う
で
す
。後
半
は
、事
例
を
通
し
て
ケ
ー
ス
討
論

が
行
わ
れ
、原
因
や
背
景
、親
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。家
族
で

話
し
合
う
と
よ
い
、な
ど
の
意
見
も
あ
り
、愛
護

セ
ン
タ
ー
、各
地
区
の
保
護
司
に
相
談
す
る
と
い

う
具
体
的
な
方
法
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。最
後
に
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と

は
、犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
正
へ
の
理
解
、犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
全
国
的
な
運

動
で
す
。も
っ
と
多
く
の

人
に
こ
の
運
動
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、第
一
〜
第
六
分
科
会
に
分
か
れ
て
実

践
発
表
が
あ
り
、第
二
分
科
会
で
は
福
井
県
代

表
発
表
校
の
大
野
市
上
庄
小
学
校
の「
花
い
っ
ぱ

い 

え
が
お
い
っ
ぱ
い 

あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い 

〜
親

子
の
絆
を
深
め
、明
る
く
健
や
か
な
家
庭
を
築
く

た
め
に
〜
」で
し
た
。「
花
い
っ
ぱ
い
」は
、地
域
の

イ
ベ
ン
ト「
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」大
会
の
お

手
伝
い
で
、花
を
親
子
で
植
え
て
親
子
で
育
て
、

ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
え

が
お
い
っ
ぱ
い
」は
、花
を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
て

家
庭
で
笑
顔
が
咲
い
た
瞬
間
を
皆
で
共
有
す
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で
き
て
、笑
顔
あ
ふ

れ
る
素
敵
な
瞬
間
に
な
っ
て
い
た
。

　

ニ
日
目
は
、
記

念
講
演
で
は
「
行

列
が
で
き
る
法
律

相
談
所
」レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
の
菊
池

幸
夫
弁
護
士
に
よ

る
『
出
会
い
の
人

生
か
ら
学
ん
だ
こ

と
』の
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。
夫
婦

間
、夫
婦
と
親
子
、

そ
し
て
社
会
人
と

し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上

手
く
取
れ
る
こ
と
で
、良
い
対
人
関
係
が
生
ま
れ

る
。そ
の
き
っ
か
け
が「
あ
い
さ
つ
」で
す
。「
あ
い
さ

つ
」は
顔
を
み
て
目
を
み
て
、顔
と
顔
を
見
合
わ

せ
て
声
を
出
す
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
よ
う
に
な
る
。親
と
し
て
今
大
事
な
こ
と
は

自
分
の
経
験
を
つ
た
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
事

で
す
が
、そ
れ
を
押
し
付
け
る
こ
と
が
な
い
様
に
、

親
が
見
本
を
み
せ
て
親
が
や
っ
て
い
る
姿
勢
を

見
せ
て
い
く
こ
と
で
、子
ど
も
も
見
習
う
よ
う
に

な
る
。そ
し
て
自
分
か
ら
進
ん
で
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。大
人
も
子
ど
も
も「
お
互
い
を

大
事
に
す
る
こ
と
」を
忘
れ
な
け
れ
ば
素
敵
な
関

係
が
築
け
る
と
思
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
て
素
敵
な
人
生
を
学
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
♪

　

六
月
三
十
日（
土
）午
後
一
時
三
十
分
か
ら
越

前
町
朝
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
右
記
の
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仁
愛
大
学
教
授 

堀
江 

和
代 

氏
に
よ
る「
食

べ
る
力
は
生
き
る
力〝
今
、な
ぜ
食
育
か
？
〞」の

テ
ー
マ
の
下
、非
常
に
た
め
に
な
る
講
演
が
行

わ
れ
、参
加
さ
れ
た
皆
様
の
食
育
へ
の
意
識
を
高

め
る
素
晴
ら
し
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。実
践
発
表
校

と
し
て
越
前
市
吉
野
小
学

校
と
越
前
市
武
生
第
一
中

学
校
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
報

告
し
ま
し
た
他
の
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
良
い
機
会
で
し
た
。

　

日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
主
催
の「
第
六
〇
回
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
」京
都
大
会
が
八
月
二
十

四
日（
金
）と
二
十
五
日（
土
）の
二
日
間「
い
の
ち 

こ

こ
ろ 

ゆ
め 
〜
伝
え
よ
う 

つ
な
げ
よ
う 

育
も
う
」を

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
二
十
四
日
に
分
科
会
、二
十
五
日

に
全
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。分
科

会
で
は
、尾
木
マ
マ
こ
と
教
育
評
論

家
の
尾
木
直
樹
氏
に
よ
る
形
骸
化
し

P
T
A
離
れ
が
進
む
現
状
を
改
善

し
子
ど
も
た
ち
に
役
立
つ
P
T
A
活

動
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
を
課
題

に
基
調
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

さばえPTA 検索

地
区
別
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会（
丹
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

第
六
〇
回
日
本
P
T
A
全
国
研
究
大
会

●
第
54
回
福
井
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会

 

「
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト 

〜
笑
顔
と
あ
り
が　

　

 

と
う
が
こ
だ
ま
す
る
よ
う
に
〜
」

 

「
一
筆
啓
上
・
我
が
家
の
三
原
則
」
表
彰
式

　

委
員
会
発
表　

い
じ
め
に
つ
い
て
の
対
策
を
考
え
る
！
な
ど

　

  

テ
ー
マ
「
い
じ
め
と
命
」

　

  

講
演　

川
本
真
琴
・
一
途　

歌
と
ト
ー
ク

　

  

日
時　

12
月
8
日
（
土
）１３
：
００
〜
１６
：
００

　

  

会
場　

  

福
井
県
生
活
学
習
館（
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
）多
目
的
ホ
ー
ル

●
福
井
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　

  

日
時　

平
成
25
年
1
月
31
日
（
土
）１３
：
００
〜
１５
：
５０

　

 
   

講
師  

小
野
田 

正
利 

氏　

大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科

　
　
　
　

  

教
育
制
度
学
研
究
室
教
授
（
教
育
学
博
士
）　
　

　

  

会
場  

      

福
井
県
生
活
学
習
館
（
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
）
多
目
的
ホ
ー
ル

福
井
県
P
T
A
連
合
会

子
育
て
委
員
長　

武
田　

学
美

第　

回
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

　

P
T
A
研
究
大
会 

富
山
大
会

副
会
長　

二
木
佐
緒
里

広
報
委
員
会　

納
村　

太
郎

テ
ー
マ「
見
直
そ
う
親
子
の
ふ
れ
あ
い
〜

　
　
　

い
い
が
に
話
さ
ん
ま
い
け
A
N
K
U
」

68平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日（
土
）・
十
三（
日
）

平
成　

年
度
活
動
基
本
方
針

２4

各委員会の主な活動

単
Ｐ
支
援
委
員
会

委
員
長 

木
下　

幸
太
郎

　

委
員
会
で
は
、単
P
支
援
委
員
会
と
協
力

し
、子
育
て
支
援
の
た
め
の
情
報
交
流
活
動
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
確
保
に
関
す
る
活

動
を
行
い
ま
す
。本
年
度
は
、11
月
に
家
庭
の

教
育
力
や
親
の
資
質
向
上
に
向
け
た
子
育
て

研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、よ
り
良
い
給

食
提
供
を
目
指
し
課
題
解
決
に
向
け
て
の
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
特
別
委
員
会
と
し
て
、東
日
本
大

震
災
の
復
興
に
対
し
、子
ど
も
た
ち
が
思
い
や

り
の
心
を
持
て
る
活
動
と
し
て
岩
手
県
大
船

渡
市
の
方
に
て「『
絆
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
こ
ど
も

ふ
れ
あ
い
事
業
」を
行
い
ま
す
。

子
育
て
委
員
会

委
員
長 

武
田　

学
美

ふ
れ
あ
い
委
員
会

委
員
長 

佐
飛　

康
央

当
委
員
会
で
は
、①
総
会（
5
月
・
12
月
）理
事

会
の
設
営
お
よ
び
運
営
を
行
ま
す
。②
次
年
度

の
会
長
選
考
委
員
会
を
担
当
い
た
し
ま
す
。③

次
年
度
会
長
お
よ
び
常
任
理
事
に
つ
い
て
の

見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
、①
単
位
P
T
A
相
互
の
連

携
と
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。②
会
員
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
事
業
と
し
て
11
月
に
、ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
で
は
、①
広
報
誌
の
発
行（
年
2

回
）を
行
い
ま
す
。②
市
P
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
行
い
ま
す
。

広
報
委
員
会

委
員
長 

島
津　

修
一

総
務
委
員
会

委
員
長 

内
田　

嘉
平
治

 

基
本
方
針

各
単
P
で
の
活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
工
夫
と
楽
し
い
P
T
A
活
動
の
活
力
を
考
え
る

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
通
じ
単
P
内
、
市
P
内
の
互
い
の
理
解
と
親
睦
を
図
る

市
・
県
P
T
A
で
の
情
報
を
提
供
し
P
T
A
活
動
の
関
心
を
高
め
よ
う

子
ど
も
が
思
い
や
り
の
心
に
気
づ
く
活
動

単
位
P
T
A
へ
の
支
援

広
報
に
よ
る
支
援

（3）
東
日
本
大
震
災
の
復
興
へ
の
協
力

（4）（5）
関
連
団
体
な
ら
び
に
地
域
諸
団
体
と
の
連
携
、
協
力
を
図
る

（2） （1）
教
育
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
支
援

親
と
し
て
子
と
共
に
「
気
づ
き
」「
や
さ
し
さ
」
を
感
じ
る
家
庭
づ
く
り
を
考
え
る

学
校
と
保
護
者
と
の
つ
な
が
り
信
頼
を
深
く
広
く
考
え
る

西川 善裕
副会長

副会長
二木佐緒里

副会長
斉藤 力

住所：福井県鯖江市長泉寺町1丁目9-20
　　  鯖江市民活動交流センター内
TEL:0778-54-7055
FAX:0778-54-7058
E-mail:cpta@sabae-npo.org
HP:http://www.sabae-npo.org/cpta/

http://www.sabae-npo.org/cpta/



8/17(金)

8/18(土)

※宿泊予定地・・・・赤崎地区公民館大広間での宿泊
　　　　　　　　

※宿泊予定地・・・・研修施設

8/19(日)

スケジュール
 6:00 ～ 　
 6:00 ～ 19:00 頃
19:00 ～ 19:40

21:00 ～ 

集合・出発
大船渡市へ　バスにて移動
到着後
防災学習会
現地の方のお話し
就寝

  9:00 ～ 12:00

12:00 ～ 13:30
13:30 ～ 16:00

21:00 ～

陸前高田市・大船渡市（車窓または下車）
仮設住宅清掃や
つつじ植栽などのボランティア活動
流しそうめん等昼食
ふれあい交流
移動
就寝

  8:00
  8:00 ～ 21:00
21:00 頃

バス出発　一関市から鯖江市へ
バス移動（社会勉強含みます）
鯖江着・解散

※東海新報より

防災学習会

鯖江市Ｐ連広報紙　第５4号　平成２4年11月5日　　（2）（３）

　
　

鯖
江
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
主
催
で
、東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
事
業　
「『
絆
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
事
業
」を

八
月
十
七
日（
金
）〜
十
九
日（
日
）で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、昨
年
、実
施
し
た「
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
ノ
ー
ト
」を
届
け
る
事
業
に
引
き
続
い
て
、岩
手
県
大
船

渡
市
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
年
は
市
内
の
子
ど
も

た
ち（
中
学
生
）を
連
れ
て
訪
問
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
今
尚
、仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
現
地
の
人
た
ち
と
ふ
れ

あ
い
、見
て
感
じ
る
こ
と
で
思
い
や
り
の
心
、助
け
合
い
の
心

を
育
み
、そ
し
て
参
加
で
き
な

か
っ
た
友
達
に
も
東
日
本
大
震

災
の
事
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
事
や
、人
と
人
と

の
深
い「
絆
」を
伝
え
る
事
な
ど

を
目
的
に
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
す
る
と
同
時
に
、現
地

に
配
布
す
る「
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
元

気
う
ち
わ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

鯖
江
の
イ
メ
ー
ジ
印
刷
の
入
っ
た「
元
気
う
ち
わ
」に
、市
内
小

中
学
生
に
お
願
い
を
し
ま
し
て
、子
供
達
が
書
い
た
被
災
地
の

方
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー
ル
を
二
，五
〇
〇
枚
、手
分
け
し

て
貼
り
ま
し
た
。貼
っ
た
シ
ー
ル
の
中
に
は
、上
手
な
イ
ラ
ス

ト
や
、勇
気
づ
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、鯖
江
の

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
完
成
後
、会
長
含
め
数
人
で
、打
ち
合
わ
せ
も
兼
ね
て

大
船
渡
市
の
方
々
へ
先
に
届
け
ま
し
た
。

　

募
集
し
た
内
十
七
名
の
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

ス
タ
ッ
フ
も
決
ま
り
、当
日
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
事
前
説
明
会

を
二
回
に
分
け
て
行
い
ま

し
た
。ま
ず
は
、つ
つ
じ

の
苗
の
プ
ラ
ン
タ
ー
作

り
、流
し
そ
う
め
ん
の

手
伝
い
、現
地
の
子
ど
も

た
ち
と
行
う
「
ユ
ニ
ホ
ッ

ク
」と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
等
を

体
験
し
緊
張
気
味
の
子
供
達

も
少
し
打
ち
解
け
て
き
た
よ
う
で
す
。現
地
へ
運
ぶ

物
資
も
み
ん
な
で
積
み
込
み
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
当
日（
八
月
十
七
日
）で
す
。午
前
六

時
出
発
式
で
鯖
江
市
長

様
に
ご
挨
拶
を
頂
い
た

後
、記
念
撮
影
を
し
バ
ス

に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
約
十
二
時
間

（
約
八
三
〇
km
）の
道
の

り
で
す
。

　

バ
ス
の
中
は
、静
か
な

時
も
あ
り
、ビ
デ
オ
な
ど

で
盛
り
上
が
る
時
も
あ

り
、参
加
中
学
生
も
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
仮
眠
を
取
っ

た
り
し
て
、
出
来
る
だ

け
体
を
休
め
て
い
ま
し
た
。具
合
の
悪
い
子
も
な

く
、無
事
、夕
食
と
お
風
呂
を
頂
く
五
葉
温
泉（
岩
手

県
大
船
渡
市
）に
予
定
通
り
到
着
し
、そ
の
後
宿
泊

先
と
な
る
赤
崎
地
区
公
民
館
へ
更
に
移
動
し
ま
し

た
。移
動
中
、震
災
時
の
映
像
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ

を
車
内
で
観
て
、震
え
上
が
る
ほ
ど
の
恐
怖
を
感
じ

ま
し
た
。

　

到
着
後
す
ぐ
に
、被
災
さ
れ
た
三
浦
和
士
様
か
ら

の
実
体
験
に
基
づ
く
防
災
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
現
地
の
人
は
津
波
が
来
る
こ
と
は
い
つ
で
も
予
想

さ
れ
て
い
た
」「
津
波
を
甘
く
見
て
い
た
」「
何
は
な

く
と
も
逃
げ
る
」「
相
手
を
思
い
や
る
」「
被
災
後
こ

の
公
民
館
に
三
〇
〇
人
ほ
ど
避
難
し
て
い
た
」「
お

風
呂
に
二
ヶ
月
入
れ
な
か
っ
た
」「
水
が
出
な
い
の
で

ト
イ
レ
に
困
っ
た
」な
ど
、正
直
、質
問
す
ら
で
き
な

い
ほ
ど
の
貴
重
な
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

二
日
目（
八
月
十

八
日
）ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
日
で
す
。

早
朝
か
ら
、赤
崎
小

学
校
P
T
A
会
長

の
千
葉
靖
様
か
ら
の

ご
厚
意
で
、被
災
現
場
を
バ
ス
で
巡
回
し
説

明
を
い
た
だ
い
た
り
、震
災
当
時
の
事
を
実

体
験
を
基
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。参

加
者
は
や
り
き
れ
な
い
思
い
と
共
に
、復
興

に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
と
な
る
蛸
ノ
浦
小
学
校
に
到
着
。初

め
て
見
る
校
庭
一
面
に
立
ち
並
ぶ
仮
設
住
宅
に
お
住

ま
い
の
方
々
に
出
迎
え
ら
れ
、早
速
準
備
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。現
地
の
方
へ
の
挨
拶
を
終
え
事
前
説

明
会
通
り
班
で
活
動
し
ま
し
た
。つ
つ
じ
の
プ
ラ
ン

タ
ー
作
り
、道
路
へ
の
砂
利
運
び
、草
刈
な
ど
聞
い
て

い
な
い
よ
う
な
事
で
も
、現
地
の
方
と
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
、子
供
達
は
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。お
ば

ち
ゃ
ん
に
何
か
を
話
し
か
け
ら
れ
て
い
る
子
や
、お

じ
さ
ん
に
砂
利
を
す
く

う
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

い
る
子
な
ど
、楽
し
く

交
流
し
な
が
ら
実
践
で

き
た
と
思
い
ま
す
。つ
つ

じ
も
プ
ラ
ン
タ
ー
に
一

二
〇
個
み
ん
な
で
植
樹

し
、仮
設
住
宅
の
方
々

の
玄
関
や
、蛸
ノ
浦
小

学
校
・
赤
崎
小
学
校
・

赤
崎
中
学
校
の
周
辺
な

ど
に
お
配
り
し
、癒
し
の
空
間
を
ご
提
供
し
ま
し

た
。ま
た
、昼
食
の「
流
し
そ
う
め
ん
」で
は
、大
勢
の

人
達
に
来
て
頂
い
て
、そ
う
め
ん
を
流
す
子
供
達
も

張
り
切
っ
て
お
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。大

船
渡
市
で
は
流
し
そ
う
め
ん
を
す
る
機
会
が
な
く
、

興
味
津
々
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
時
間
で
し
た
ね
。現
地

の
方
は
、旬
の
地
元
食
材
を
使
い
お
も
て
な
し
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
い

か
の
丸
焼
き
や

お
に
ぎ
り
を
用

意
し
て
く
れ
て

心
も
お
な
か
も

い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、東
陽
中

学
校
の
吹
奏
楽

部
の
方
も
同
日

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
来
て
お
ら

れ
、草
刈
り
や
つ

つ
じ
植
樹
な
ど

活
動
を
共
に
し

ま
し
た
。
そ
の

後
、体
育
館
の
中

に
お
き
ま
し
て

吹
奏
楽
の
演
奏

を
行
い
、心
和
む

ひ
と
時
で
し
た
。

ま
た
、東
陽
中
学

校
の
ご
父
兄
の

方
に
は
、流
し
そ

う
め
ん
の
仕
込

や
色
々
な
お
手

伝
い
を
し
て
頂
き
ま
し
て
、そ
の
節
は
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

鯖
江
市
遊
戯
業
組
合
様
か
ら
頂
い
た
お
菓
子
を

現
地
の
こ
ど
も
達
に
配
り
ま
し
た
。シ
ャ
イ
な
現
地

の
子
供
達
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

活
動
が
終
わ
り
、出
発
式
で
は
涙
、涙
で
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
、ま
た
遊
び
に
来
て
」「
つ
つ
じ
が
咲

く
頃
に
ま
た
会
い
た
い
ね
」と
か「
お
ば
ち
ゃ
ん
ま
た

大
き
く
な
っ
た
ら
必
ず
来
る
ね
」と
か
こ
ど
も
達
は

様
々
な
こ
と
を
感
じ
取
り
、心
が
動
か
さ
れ
た
こ
と

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。仮
設
住
宅
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
は
何
人
も
涙
し
て
い
ま
し
た
。感
動
の
一
コ
マ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、宿
泊
施
設
に
て
参
加
者
全
員
で「
ふ
り
か

え
り
」を
行
い
ま
し
た
。感
じ
た
事
、伝
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
事
、絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
・・・・・一
時
間
近
く
グ
ル
ー
プ
に
て
話
合

い
し
、心
の
中
に
強
く
今
回
の
事
業
を
植
え
付
け
た

事
で
し
ょ
う
。そ
し
て
そ
の
後
、一
泊
し
て
鯖
江
に
向

け
て
帰
り
ま
し
た
が
、こ
の
二
日
目
の
活
動
は
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。思
い

や
り
の
心
、助
け
合
い
の
心
、心
の
ど
こ
か
で
大
船
渡

市
の
み
な
さ
ん
の
事
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
私
た
ち
が
今
出
来
る
こ
と
は
、こ
の
震
災

を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、大
船
渡
市
の
現
状
を
伝
え

て
い
く
こ
と
で
す
。復
興
地
は
元
気
で
す
。笑
顔
あ
ふ

れ
る
温
か
い
人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。ま
さ
に
一
日

一
日
を
生
き
ぬ
い
て
い
ま
す
。是
非
一
度
機
会
あ
り
ま

し
た
ら
、た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ま
に
現
地
で
ふ
れ

あ
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

　

今
回
色
々
な
方
に
支
え
ら
れ
、ご
支
援
ご
協
力
い

た
だ
き
こ
の
事
業
が
完
遂
で
き
ま
し
た
。関
係
者
の

皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、参
加
し
た
十
七
名
の
勇
者
た
ち
！
も
う

時
間
が
た
っ
て
薄
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
で
す

が
、心
の
ど
こ
か
で
あ
の
日
の
事
を
忘
れ
ず
に
い
て

く
だ
さ
い
。そ
し
て
た
く
さ
ん
の
友
達
や
、知
り
合
い

の
方
に
伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
く
れ
た
両
親
に
も
感
謝
し
て
く
だ
さ
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東日本大震災復興支援事業

平成24年8月17日（金）～19日（日）

千葉さん

三浦さん




